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新たな見方や考え方を広げる鑑賞活動の一考察
  
寺田　朱実＊
１　はじめに
　今まで，活動の中で，子どもたちが楽しんでいる姿や生き生きと話をする姿，協働し，共感し合う喜びを感じ，成長
する姿から，活動する時間が特に大切であると考えてきた。そして，自分は，生き生きと活動している姿から，子ども
の思いや考えを理解していると思っていた。しかし，「子どもの姿から授業をつくる」という教育観を大切にした校内
研究で，帰納的に考えていくうちに，今までの自分は，子どもの何を見てきたのかという疑問をもった。
　「ひもひもワールド」という題材（平成28年４月）では，一人に毛糸１玉を用意し，「いつもの場所を違った場所
に」を合言葉に，造形遊びを行った。初めは，どうすればいいのか悩んでいる子どももいたが，周りの様子を見たり，
友だちに声を掛けてもらったりすることで，活動に参加し，それぞれがやりたいことに没頭し始めた。活動が終了した
後，寝転んで鑑賞を行った。その日の振り返りシートには，「毛糸であんなにすてきな作品を40人でつくれるんだなあ
と思いました」「みんながみんなのやり方でつくっていたし，ぼくもぼくのやり方で毛糸がまけて，とても気持ちがよ
かったです」「みんなすごいなあと思いました。どうしてかというと，みんなのひもがすごいことになっていたからで
す」「最初は嫌だったけど，仲間とやっていくうちに楽しくなりました。お母さんに見せたいです」などと書かれた。
そして，振り返りを書き終えた子どもたちは，「毛糸の絵を描いてもいいですか」と言い，振り返りシートの裏に，ク
レヨンやクーピーで，「ひもひもワールド」の世界を自ら描き始めた。シートから様々なことを子どもたちが思い，考
えていたことが分かり，子どもの力を改めて感じたが，何よりも鑑賞した「ひもひもワールド」の景色を，自ら絵に描
き表したことに驚いた。これには，活動だけではなく，みんなで寝転んで鑑賞したことが関係しているのではないかと
感じた。子どもたちが，鑑賞したことによって，思ったり，感じたりしたことは何なのか，もっと知りたいと思った。
このことがきっかけとなり，子どもにとっての鑑賞とは何なのか，子どもの姿から改めて探ってみようと思った。
　本研究では，造形活動について，鑑賞（見ること）を視点に子どもの姿を追い，子どもにとっての鑑賞（見ること）
の意味を明らかにしようと考えた。
２　研究の目的
　制作活動だけではなく，自分がつくり上げた作品や作家の作品の鑑賞活動を通して，子どもが何に感じ，新たな価値
観に気付いて自分の見方や考え方を広げていくのかを分析する。
３　研究の方法
　題材ごとに鑑賞活動を行い，鑑賞シートを用意する。（鑑賞活動は様々な場面で行われているが，本研究では，表現
活動での導入場面や制作途中での鑑賞は取り扱わない。）子どもの様子や鑑賞シート，振り返りシートに書かれた記述
から，友だちとの関わり方，新しい気付きなど子どもの変容を見取り，子どもが何に感じ，考えているのか，鑑賞の意
味を探る。
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４　研究の概要
　⑴　１年間の授業内容（３年生・40人学級）
　⑵　実践１　自分達の作品の鑑賞
【題材名】「色・形・いい感じ」（1.5時間）　
【題材設定について】
　水の量や筆の使い方など，絵の具の使い方に慣れることを目指した題材である。色々な線を描いたり，塗り重ねたり，
絵の具を楽しむ活動である。その活動でできた作品に題名を付けることで，自分の作品を改めて違う視点で見ることは，
発想の力を養うとともに鑑賞の一つだと考える。制作時とは違った意味のあるものに変わった作品を鑑賞し，友だちの
色や形，いいところを見つける。鑑賞シートに書くことで，より子どもたち自身，自分の思いや考えなどをはっきりさ
せ，今後の制作する意欲につながると考えた。
【児童の活動】　①自分の作品に題名をつける。
　　　　　　　②３人の友だちの作品のいいところを見つけて鑑賞シートに書く。
【実際の活動】
①自分の作品に題名をつける。
　子どもが紙いっぱいに絵の具を載せ，活動に満足し始め，終わろうとしていた時に，「作品に題名をつけよう」と伝
えた。子どもたちは，まさかこの活動で「題名をつけよう」と言われるとは思っておらず，驚き，戸惑う子どもも何人
かいた。どういう風に書けばいいか困った子どもには，絵から感じることを伝え，一緒に思ったことを話すことで題名
を考えさせた。子ども同士話すことはなく，対教師の鑑賞であった。
題材名 活動の種類／主な材料 鑑賞活動の内容
１ ひもひもワールド 造形遊び／毛糸　 寝転んで鑑賞後，振り返りシートを書く。
２ 色・形・いい感じ 表現・絵／絵の具 教室壁展示。題名を付けることで自分の作品鑑賞。鑑賞
シートを書く。
３ かがやきマイアウン 表現・立体／粘土 棚の上に並べて展示。鑑賞シートを書く。
４ アート・カードで遊ぼう 鑑賞／アート・カード 作品の鑑賞シートと振り返りシートを書く。
５ 立ち上がる絵 表現・絵・工作／絵の具 （時間が不足し，鑑賞は後で実施になる。）
６ 小林古径美術館へ行こう
（企画展「水をうつして」）
鑑賞／美術作品 作品の鑑賞シートと振り返りシートを書く。
７ 魔法の靴 表現・絵／絵の具 教室壁に展示。文化祭の鑑賞シートを書く。
８ カラフルペン 表現・工作／木の枝 教室の台に展示。文化祭の鑑賞シートを書く。
９ Ｔシャツに絵を描こう
（ハロウィンパーティーの衣装）
表現・絵／アクリル 教室の天井から吊るして展示。文化祭の鑑賞シートを書
く。
10 ひもひもフラワー
（高田花ロード出品）
表現・立体／毛糸 学校の入り口に自分たちで飾って鑑賞。学校内外から感
想をもらう。
11 クミクミミックス 造形遊び／段ボール 床に広げ並べて展示。振り返りシートを書く。
12 版画いろいろうつして 表現・絵／様々な材料 題名付けによる自分の作品鑑賞。教室の壁に掲示。校内
版画展で鑑賞シートを書く。
13 トントンドンドンくぎ打ち名人 表現・工作／木切れ 棚の上に並べて展示。自分の振り返りシートを作品につ
け，鑑賞をし，発表する。
14 ５の「立ち上がる絵」の続き 鑑賞 床に広げ並べて展示。個人の鑑賞シートに順番に感想を
書いていく。
15 クリスタルファンタジー 表現・工作／ペットボト
ルなど
床に広げ並べて展示。みんなで静かにじっくり鑑賞をし，
感想を発表する。夜の展覧会を実施する。
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②３人の友だちの作品のいいところを見つけて鑑賞シートに書く。（図１）
　鑑賞シートより，自分で考えたことを記述した子どもは少数で
あった。鑑賞シートを書いた後，子ども同士が鑑賞シートの感想を
交流する場は時間が取れず，設定しなかった。本実践では，自分で
考えたことを記述した子どもではない，抽出児３人の変容を追う。
抽出児童Ａ子は，活発であり，意見の発言も多くするが，作品の制
作については速く活動が終わる子どもである。Ｂ子は，男子の友だ
ちと遊び，活発な子どもである。自分の思いはあるが発表すること
はせず，制作活動になかなか集中できない子どもである。Ｃ男は，
文を書くことが苦手であり，自分の意見を発表することは全くしな
い。制作でも取り掛かりに時間がかかるが，自分の思いはある子ど
もである。この３人の鑑賞シートを実践で追っていくとする。
　Ａ子，Ｂ子は自分で作品を選び書いていた。Ｃ男のみ，鑑賞の最中に友だちと話しながら男子の友だちの絵を選んで
書いた。
　３人とも友だちの作品を選び，いいところを見つけて書くことができた。Ａ子は，題名から絵を見ていることが分
かった。３人とも書かれている内容は，「きれい」「すてき」「じょうず」「すごい」という言葉でまとめられている。何
がそう思ったのかという理由もそのものを指していることが多い記述となっている。形や色を具体的に意識するもので
はなかった。Ａ子の作品を６人の子どもが選び，Ｂ子の作品は誰も選ばず，Ｃ男については，１人の子どもが選んで書
いていた。
　子どもたちは，多い作品の中から，じっくりと一つ一つを見て選ぶというよりは，仲の良い友だちの作品や目立つ作
品を選んでいた。そして，抽象的なものよりも具体的に描かれたものを選ぶ傾向が見られる。感想を多く書かれた子ど
もの絵（具体的に家を描いたものや花を描いたもの）や，題名から予測して納得した絵（何層にもいろんな色が重なっ
て濃い茶色に見えるものに，「おこのみやき」という題名をつけたもの）から分かった。
　⑶　実践２　アート・カードを用いての鑑賞
【題材名】「アート・カードであそぼう」（５時間）
【題材設定について】
　実践１では，友だちの作品のいいところを見つけて，自分なりの見方や感じ方をしている姿が見られた。自分の考え
たことを記述した子どもが少数であったことから，考えたことや気付きが多くなるように，鑑賞が主の活動を設定した。
また，実践１では，鑑賞シートの内容を共有する場を設けなかったことから，友だちの考えていることを知ることで子
どもは何を感じ，どう思うのか探ろうと考えた。
形について記述　12人／40人 色について記述　19人／40人 動きなどを記述　15人／40人 自分で考えたことを記述　6人／40人
見えたもの，題名に書いて
あるもの，色々な形，水玉，
たくさんなど
花の色，鮮やか，シャボン
玉みたいな色，レインボー，
本物みたい，水色がきれい，
色々な色など
ぐるぐる，くるくる，色が
回っている，うずまきがお
どっている，ぷかぷかなど
「題名に書かれていないが，自分
が想像して見えたものを書く」
「人と描き方が違うことに気付く」
「どうしてか疑問をもつ」など
図１　「色・形・いい感じ」を鑑賞している様子
Ａ子 Ｂ子 Ｃ男
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　本題材では，アート・カードを用いて，自分なりの見方や感じたことを発表するとともに，友だちのいろいろな見方
や感じ方を知る活動を行う。アート・カードは，子どもが遊びながら鑑賞活動に親しみ，鑑賞の力を深めていくことが
できるカード型の資料であり，教師用指導書（日本文教出版株式会社）についているものである。様々な種類の作品が
載っており，40枚がセットになっている。様々な作品を手軽に見ることができるとともに，カードを手に取ってよく見
たり，見比べたりすることができる。活動は，子どもが書いた鑑賞カードの言葉を生かして，アート・カードを選ぶ活
動を行う。一人一人が好きなアート・カードを選び，その作品について自分の言葉で表現することは，友だちがどんな
作品を選んで，どんなふうに感じているのか知りたくなると考える。本題材の活動を通して，新たな見方や感じ方に気
付き，子どもたちの世界を広げることが，次への鑑賞活動や制作にも広がるのではないかと考えた。
【児童の活動】　①ゴッホ『星月夜』を鑑賞する。（導入）　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　②アート・カード40枚の中から好きなカードを１枚選ぶ。
　　　　　　　③選んだアート・カードから感じたことを鑑賞カードに書く。　
　　　　　　　④友だちの書いた鑑賞シートを聞いて，グループでどのカードか１枚を選ぶ。
　　　　　　　⑤活動の振り返りを振り返りシートに書く。
【実際の活動】
①ゴッホ『星月夜』を鑑賞する。（導入）
　アート・カードの活動に入る前に，鑑賞は自分で感じたこと，考えたことが大切だということを理解するために，全
員でゴッホの「星月夜」を鑑賞した。Ａ子は，「木があるけど何だか怖い」と発表をした。Ｂ子は，「ゴッホ聞いたこと
ある」と発言し，Ｃ男は，無言で見ていた。子どもたちは，「見たことがあるような気がする」「いろいろな色が使って
ある」「月が見える」「うねうねと描いてある」と自由に見えたものを，また，見えたことから感じたことを発表してい
た。
②アート・カード40枚の中から好きなカードを１枚選ぶ。
　子どもたちにとっては，初めて見るアート・カードである。配られた40枚のカードを興味深げに手に取ったり，カー
ドに顔を近づけて見たりしていた。カードで見つけたことや感想を友だちに話
さずにはいられない様子で，自由に色々なことを話していた。好きな１枚を選
ぶのに時間はかからず，意外にも速く，第一印象もしくは「見たことある」と
いった様子で選んでいた。
③選んだアート・カードから感じたことを鑑賞カードに書く。
　１枚のカードをじっくりと一人一人で鑑賞した後，自分が見つけたこと，感
じたことを鑑賞シートに書いていた。書くことが苦手な子どももいたが，一人
も書けない子どもはおらず，どの子も何かを見つけよう，感じようとしていた。
（図２）
【子どもの鑑賞シートに書かれたもの】
　Ａ子は，教会のステンドグラスの知識はないが，ガラスを通す光の美しさを感じたり，周りが黒色だから目立つと気
付いたりした。Ｂ子は，見たものから，何か音が聞こえた気になり，その音を聞きたくないと耳を押さえていると考え
た。そして服がなぜ黒色なのかと疑問をもつことができた。Ｃ男は，電柱に家があって，風呂があることをいたく気に
入っていたが，なかなか書き進めることができなかったため，「他に何かある？」と声掛けをした。すると，一つ一つ
図２　鑑賞シートに書く子ども
Ａ子 Ｂ子 Ｃ男
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見つけたことを「すごい」という言葉でまとめた。
　同じアート・カードを選んだ子どもでも同じ感想はなく，書くことや感想を言うことが苦手な子どもでも書いていた。
鑑賞シートに書かれていることは，細かく見て詳しく書いたことだけでなく，自分の道の描き方の違いから遠近法に気
付いたり，丁寧に色の変化を見たり，時間や季節を感じたり，温度や音を感じたり，たくさん感じていた。色や形の造
形要素から繰り返しの美しさや自分の体験から，その絵のもつ雰囲気を感じ取っていた。
④教師が読み上げる友だちの書いた鑑賞シートを聞いて，グループでどのカードかを相談し，１枚を選ぶ。
　友だちの書いた鑑賞シートから，どのアート・カードのことを言って
いるのかを選ぶ活動をした。４人のグループで相談し，読まれた鑑賞
シートに合ったアート・カードを1枚選ぶ。「鑑賞シートが読まれている
時は静かに聞く」「自分の鑑賞シートが読まれたら，自分でとったら楽
しくなくなるから，自分ではとらない」と子どもたちが遊びのルールを
決めた。鑑賞シートが読まれると，「これじゃない？」「こっちのほうが
当たっているよ」「周りは黒だし，色々な色があるのはこれだと思う」
「ちゃんとここにも鳥がいるよ」などとグループで相談しながら，よく
作品を見て選んでいた。（図３）鑑賞シートによっては，迷うものもあ
り，「もう一度読んでください」と子どもが言うこともあった。他のグ
ループと違うアート・カードを選んだ時は，どうしてそのカードを選ん
だのか理由を発表させるとお互いに納得し合っていた。
　自分の書いたアート・カードを友だちに挙げてもらい，そのカードが
合っているか確認する時の子どもの顔がとても印象的であった。どの子
も恥ずかしいような，誇らしいような何とも言えないとてもいい顔をし
ていた。（図４）
⑤活動の振り返りを書く。
　Ａ子は，「みんなが思ったことや感じたことを知ることができてうれしかった」「静かな絵を一度でもいいから描いて
みたい」と書いた。Ｂ子は，友だちの鑑賞シートを聞いて，そのシートを誰が書いたのか知ることが楽しかったと書い
た。また「みんな一緒に楽しくできてうれしかった」と書いている。実践１では，Ｂ子に対して誰もシートに書かな
かったことから分かるように，Ｂ子は人とあまり関わりがなかったが，実践２の活動でみんなと一緒にできたことに喜
びを感じていた。Ｃ男は，活動がとても楽しかったことを書いていた。
　全員の鑑賞シートを共有したことで40人数分のいろいろな鑑賞ができた。友だちのシートの言葉を聞く時や４人で意
見を交換し合って選択する時でも新たな鑑賞が生まれたと言える。分かり合えた喜び，違いをよいことと受け止め喜ぶ
子どもの姿があった。また，ゲームのルールを自分たちで決め，守ることができたということは，活動にどの子どもも
積極的に参加していたと言える。振り返りのシートからは，「初めは難しかったけど，どんどん分かるようになって，
図３　１枚のカードを選ぶ子どもたち
図４　カードが合っているか答える子ども
Ａ子 Ｂ子 Ｃ男
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楽しかった」「作品を選ぶことがあるから楽しい」と，アート・カードでの鑑賞を意味づける子どもの姿も見られた。
振り返りのシートに書かれたことは人それぞれであったが，「友だちがいろいろなことを感じていることが分かった」
「楽しかった」「またやりたい」とみんなでできた喜びを書いており，全員が肯定的にアート・カードでの鑑賞を捉え
ている内容であった。
５　研究の考察
　⑴　成果
　　①　作品を通して自分を知ることで，自分なりの見方や考え方を深め，よさを再認識したこと
　じっくりと一つの作品を見る時間の確保により，細部まで見たり，より具体的なことに気付いたりした。自分で感じ
て考え疑問ももつことができた。色や形など見たものだけでなく，その造形要素から自分の経験を振り返り，当てはめ
てみることで，よさを感じ，考え，新たに発見する。感じたことを言葉にする言語化は，自分を見つめ考えることにな
り，自分を明確にしていく作業となる。子どもの記述から，書きながらさらに感じたり，考えたりしていることが分
かった。
　　②　作品を通して友だちを知ることで，新たな価値観に気付き，見方や考え方を広げたこと
　Ａ子の「みんなが思ったこと，感じたことを知ることができてうれしかった」「難しいのがあったり，簡単なものが
合ったりして楽しかった」「面白いものがあったからたくさん笑いました」Ｂ子の「誰なのかが楽しかった」「一緒に楽
しくできてうれしかった」という記述から，Ａ子は，簡単なもの（すぐに理解できるもの），面白いもの（興味のある
新しい見方や考え方）だけではなく，難しいもの（考えなければ分からない新しい見方や考え方）の気付きがあったこ
とが分かる。Ｂ子は，友だちがどの作品を選び，どう感じたのかを知ることで，友だち自身について新たな発見があっ
たと分かる。
　　③　新たな価値観に気付き，見方や考え方を深め，広げることで，次の活動への意欲を高めたこと
　「静かな絵を描いてみたい」「きれいな絵を描けるようにしたい」と制作に対しても意欲を高めていたＡ子は，後の
制作活動で，「間違えてもまたやればいい，違った見方ができる」と考えながら制作するようになった。じっくりと見
て感じる楽しさや思いを表出する喜び，お互いに認められる喜びを感じる活動は，子どもに自信をつけ，自己肯定感も
高めるものであったと思われる。後の鑑賞活動で，Ｂ子は，友だちの作品に興味をもち，疑問に思ったことをその子に
質問するようになった。また，Ｃ男は，挙手をして自分の思いを発言しようとするまでになった。
　⑵　課題
　子ども同士が関わる視点を大切に，どのように作品を鑑賞するのか方法を考える必要がある。単なる感想を書く鑑賞
活動ではなく，自分を見つめ，新しい見方や考え方を広げていく活動でなければならないと思う。そして，そのよさを
子ども自身が自覚できる活動にしたい。
　
６　おわりに
　子どもは作品をじっくり見て感じたことを言葉にする経験を重ね，思いが詰まった作品の存在の意味を感じ取ってい
く。お互いの作品に興味をもち，お互いの作品を尊重する関係は，心地よく，喜びにつながっていた。その喜びを知っ
ているからこそ，作品をつくる時に，よく考え，自信をもってつくっていくようになったと感じる。鑑賞活動は，「つ
くるだけの楽しい図工」から，「つくる喜びを感じる図工」へと変化させると思った。鑑賞を通して，他者の存在を知
り，新しい見方や考え方を広げる経験は，これから子どもたちが生きていく上で必要な経験であり，豊かな心を育てる
ことになるのではないだろうか。子どもがもつ力や感性を信じ，認めながら，居心地のいい楽しい空間を子どもたちと
つくっていく実践を行っていきたい。
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